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　本稿では、日本の退職給付制度の参考事例として米国の制度の歴史を紹介し、中でも主流となっているターゲ
ット・デート・ファンドの役割について詳解する。日本でも制度が段階的に拡充され、近年では特に確定拠出年
金（DC）が大きな成長を遂げ始めているが、資産配分の偏在や資産見直しの頻度などの課題もある。DCで先行
する米国のこれまでの課題と取り組みを振り返ってみるのは、日本においても意義があるだろう。実は米国でも、
制度が整備されて取り組みが成熟するまでには長い年月と悪戦苦闘の歴史があり、米国の問題には日本でも共通
する課題となるものも多い。日本の読者には、本稿を通じて米国の経験から失敗と解決策の両方をみていくこと
で、日本の退職給付における一層の充実化の参考になる点も多いのではないかと考える。

年金制度の変容と資産運用

米国の退職年金制度における 
ターゲット・デート・ファンドの役割

―分散型ポートフォリオが確定拠出年金加入者に 
ソリューションを提供―
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